
金属製品製造ライン製造管理システム

用途 金属製品製造ライン製造管理システム
　
システムの特徴　
　（１）設備稼働情報，異常情報伝達のスピードアップによる

生産性の向上、品質向上
　（２）集中管理化により、巡回点検業務からの開放による省力化
　
パッケージ活用のポイント
　（１）InTouchで検出した設備稼動異常情報を、ＰＨＳ、イアーマイク

を利用して、工場の騒音の激しい中でシステムとオペレータ、
オペレータ間にスムースに連絡
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主仕様

主な機能

（１）設備稼動状況監視
InTouchにより、製造ライン設備の稼動状況、異常内容を把握。

（２）生産実績管理
生産量、ロス率、設備稼働率をリアルタイムに収集することに
より、生産状況変化にオペレーターが瞬時に対応可能。
また、毎日の実績管理用の帳票を出力。

（３）情報連絡
製造ラインの異常情報を、PHSを通して工場内騒音職場のオペ
レータにもタイムリーに連絡することにより、監視業務の効率化
及び設備休止時間の低減。

（４）品質管理
検査機器でのNG数、NG要因をリアルタイムに把握し、早期に
対処可能　
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